



































それだけの時間を要する だと受けとめるべきではなかろうか。今後も、多くの修了者からこの企画にご寄稿いただけること、そして法政大学史学会の会員および日本史学専攻・史学専攻修了者 交流が深 り、さらに研究が進展することを祈りたい。















離約四〇〇メートル。津波は学校の前まで届いていました。学校前のコンビニは膝下まで浸水したそう す。そんな状況ですから地域の方々が多数避難してき 、第一・第二両体育館、格技場の三カ所が避難所となりました。四倉高校から北方わずか二キロメートルし 離れていない県の施設は原発事故直後に閉鎖され、そこに避難していた方々はバスでもっと南へ移動させ れたそうです。その後も四倉高校は原発から一番近い避難所として夏休み直前 使わていました。多くの市民が不安を感じ 地元を離れて避難したとき、 「自家用車がな 」という理由でここから離れ
られなかった人たちも多数いました。当初、どのくらいの放射性物質が飛散しているのか全く情報がなく 山を越えた中通りに行けば少しは安全だろうという勝手 推測で、福島市・二本松市に自主避難した市民が多数いました。実はいわき 内のほうが なり放射線量は低かったのに。いわき市内で外を歩くときには必ずマスクをして たのに、福島市や郡山市ではマスクもせずに歩き回っていて、洗濯物も普通に屋外に干していたというではないですか。もちろんマスク程度でどのくらい防ぐこと きたのかわ りませんが。　
四月、新年度を迎え、福島県もいわき市も、自治体は住
民の安全を考えているのかと疑問に思う らい、すべての行事を例年通り実施していこう いう姿勢でいました。高校生はＪＲを使って通学する生徒が大半なのに、ＪＲの復旧見込みがたつ前に学校再開が決定されたことも、現場に混乱をもたらしていました。双葉郡から通学している生徒にいたっては、しばらくの間は市内の避難所（体育館など）から通学する生徒もいました。市内の避難所には入れず、会津や新潟の避難所に身を寄せていて、仮設住宅ができるまで学校にくることができなかっ 生徒もいま た。学校内も、避難所として体育館を提供していたほかに校舎の一








食の提供はできません、弁当持参です」と四月から強引にスタート。三月にその決定がなさ たとき、地元スーパーは夕方五時には閉店していま から、 「五時まで勤務していたら食材を買うことさえ きない」と校長に訴え、 「 （勤務時間内に）外出して買い物する」許可をもらいました。しかし、自分たちの食べるものは確保できて 、避難所から通う子供たちのお弁当はど やって準備させるのか心配しました（避難所で昼食用の菓子パンを配ってい そうです） 。　
新学期、長男は小学校の卒業式もできないままに中学校
の入学式を迎えました。震災前 準備していたスーツを着て入学式に出席 が、周りを見渡すと、入学式 はふさわしくないジーンズ姿のお母さん ちの姿が目に入りました。入学式が始まり、体育館に入場してきた新入生の中に双葉郡内の中学校の制服姿が各クラスに数名いました。あの日突然避難を命じられたため、着の身着 ま で自宅を離れ、制服を自宅に残したま 入学式を迎えること
になった私服姿の新入生も数名いました。ジーンズ姿の意味をそこで理解しました。本来なら期待に胸ふくらませての入学式のはずなのに。複雑な気持ちで式に臨みました。　
高校の入学式も異例ずくめでした。震災当日は入試の合
格発表の前だったため、ほとんどの生徒は震災後に合格を知り制服を注文しまし 。例年より十日遅れの入学 でしたが、それでも制服が間に合わず、中学校の制服で高校生活をスタートさせました。教科書も津波をかぶってしまい、新学期に間に合いませんで 市外 避難し いて通学できない生徒に対して、ゴールデンウィークまでは欠席扱いにしないことにしま た。帰る家を失い他地区に転校した生徒もいました。そんな状況だった で、学校は再開しま が、しばらくは午前中だけ 授業 た 教員たちは「学校を再開させても大丈夫なのか」と不安でいっぱいでしたが、生徒たちは久 ぶり 友達と再会できめにおおは ゃぎで、朝のＳＨＲ（ショート・ホームルーム）で教室に入ってみると、窓は全開で（大人は放射線量を気にして窓を開けていなかった に） 、賑やかな笑 声が響き渡っていました。学 再開にあわせるよう 常磐線も復旧したので、 員の心配は杞憂に終わった点 多々ありましたが、生徒たちの元気に救われまし 。津波で制服










校から市内中央部にある学校に異動になりました。十年前に新興住宅地に移転した学校です。校舎の南側 ある県立公園 仮設 があることは着任前から知っていましたが、東側の窓 見え のも仮設住宅ばかり。異様な光景です。　「仮設」は文字通り読めば「仮に設置する」ものですから定住するためのも ではないと思っていました。しかし原発事故から二年経っても双葉郡内に帰ることはできず、いわき市内の仮設住宅で生活する双葉郡から 避難者は二万人以上います。いつ帰れるかわ ない彼らに、 と何年ここにいるのかと聞 ても答えは出せるはずありません。 「仮設住宅」とは、正式な許可を取らずに建設できる住宅のことだと聞きました。だから二年と 四年とか年数ではない だ 。双葉郡で最も南に位置する広野町 、去年から「生活できる」ことになっていますが、 「生活できる」
というのは「避難区域ではなくなった」というだけです。役場 学校、一部の工場は再開していますが、もともと大きなスーパーがなかった広野町ですから、生活必需品（食料品を含めて）を調達する めにはいわき市内まで出てくる必要があるので、広野町に戻って生活している住民はごくわずかです。いわき市内の仮設住宅・借上住宅から広野町の小中学校・役場に通っている方々も多いと聞いています。広野町の北に位置する楢葉町は 立小中学校を市内で再開しています。その北にある富岡町は、最近ようやく自由に出入りできるようになりました。自宅に荷物を取りに戻ることが、やっと自由にできるよ になったというレベルです。彼らのストレスもまた相当なものだとは思います。とはいえ、 「いわき市民の生活が一変した」こも紛れもない事実です。彼らも被害者であるとはわかっていて 、 「いわき市」に住民税を納めない双葉郡 方々がいわき市で生活し、いわき 民の生活を圧迫している です。医療機関の混雑、スーパーの混雑と品不足（仕事終わりに買い物に行くと棚に何も残っていない！） 、車の流れが変わったこと よる朝夕の渋滞の増加など、 「震災前と違う」と感じることが多々あります。国から正式に いわき市」に対して指針など 出さ れば、もう少しトラブル






も減るのかと思われます。 「いわき市」には、市内に双葉郡内の町の仮役場をつくることに関しての国からの話は何もないと聞きました。 「いわき市」としてもどう対応していいのかわからない、でもそこに仮役場がで ている
･･･ 。
いわき市には元々医療機関が不足しているのに、医療費が免除されている避難民が市内の医療機関に押し寄せ いわき市民の診療がままならない状況になっています。いわ市民からすれば「あ 人（避難民） ちはタダで診療を受けられる 、暇つぶし 病院に来ている」という不満につながっていきます。住民第一で考え なら、道路工事や防潮壁整備より、医療機関の混雑解消が先ではないかと思います。　
そして、いわき市民も双葉郡の避難民もストレスを抱え






識・情報なのかわからない状況なので、 「危険かもしれないものは遠ざける」ことも必要でしょうが、遠ざけることによって起こるストレスもあるのです。 「健康に与える影響はたいしたものではない という見解もあるのですから、 「危険かもしれない」を「危険」と同等に扱い、必要以上に騒ぎ立てて住民 不安をあおる報道に不満を感じます。福島県民すべ が避難すべきだと 考えの方 いらっしゃるようですが、果たして何年間、どこに避難すればいのでしょうか。その間の生活は誰が補償するのでしょうか。東京電力です 生活の補償と お金の問題だけ はありません。実際、いわき市内 仮設住宅で、東電 らの補償を受けながら生活している方々が、ど ような生活をしているかご存知でしょうか。仕事もなく 毎日何をするでもなく、仮設住宅（隣家の音も聞こえてくるような狭い空間）で、ただ時間を送ってい 方々がいることをご存知なのでしょうか。話し相手もなく、耕すべき田畑も失 、テレビ 前 一日中ただ座っているだけの高齢者 どらいいるかをご存知ですか。傾聴ボランティア（話を聞いてあげるだけ ボランティア）が訪問すると ただ訪問するだけで喜んでくれて、 「まだ時間あるでしょ、ゆっくりしていきな」と つまでも引き留められることもあるそ




























の父親の元に母親 ともに身を寄せていましたが、学校再開直後にいわき市内にアパートを見つけて戻ってきました。 「テレビとかの報道は真実を伝えていな ！」と怒りをあらわにしていた彼女。 「お父さんから聞く話とテレビ
















ることができたのは震災から数ヶ月後の一時帰宅 （自宅の被害はさほど大きく なかっ ようですが） 。父親の仕
事があるのでいわき市内のアパートで生活。非常に明るい性格の彼。 「東電から補償金もらってるけどさあ、お父さんの給料が減ってるから、お金もらっても喜んでいいのかわからないよねえ」 。　
双葉郡内で東電と関係ない仕事をしている方は少数派な
ので、東電に対して不平不満を言う生徒はほとんどいません。東電に頼りっきりで町が存続していたので、これだけの惨状に陥っても、まだ原発依存主義から抜けきれないところがあります。それがいいか悪いかと第三者が意見を述べるのは簡単ですが 原発依存の地方都市には脱原発 代案（新たな産業）を提示しないと、彼らの生活は成り立なくなってしまうことも忘れ ほしくないことです 一つの原発にどれだけの作業員とその家族の生活が支 られていた か。原発を止めたら、何が彼らの生活を支えるのか･･･ 。廃炉に向けて何十年といわれる作業でしばらくの生
活はなんとかなるかもしれません。 、現在のシステムでは、廃炉になると自治体に入る ずだった収入はなくるの しょうから、そこで問題は残ります。　
昨年、双葉郡内で長年原発反対運動を続けてこられた方
の講演を聞く機会に恵まれました の計画が持ち上がったときから原発 反対してき のに、その運動が実ら










滅状態の地区もあります。復興に向けてのさまざまな取り組みが進められていますが、理解に苦しむ事業もあります。四倉に通勤して た頃、海を見ながらドライブできる通称「海岸通り」という道路がありました。津波をかぶって一部損壊してはいましたが、その たりの被害はさほど深刻ではありませんでした。ところが 少し前 久 ぶりにそこを通ってみたら、防潮堤の工事 始 っていま た。「海を見ながら走れる」ことが人気の道路だったのに、海が見えなくなっ いました。そんな工事をやっている一方で、津波で河口が塞がれ 、川の水が海に抜けなくなってしまったところは放置されたままです。付近 住民は、大雨などで川の水が逆流したら洪水になるの はないかと不安を感じている に。どうでもい よう 防潮堤工事が先に始まってい す。そのほかにも「若干デコボコになってしまったけれど通行はできる道路」の補修はだいたい終了しているのに、津波で家を失った人たち 公営住宅建設は後回 になっています。若 世代は別の地区に家を建ててしまっているようで、復興住宅が ても高齢者しか入らないのではな かと心配さ 先日、 「原発から避難している双葉の人たちは東電からの補償でちゃんと生活できているのに、津波で家を失 た わき市民にはわず










一番近い避難所 いたこと ら感じたこと 書いてみました。義援金や支援物資等、応援していただいた全国の方々に改めて感謝申し上げます。拙い文章で、個人的な思い込みも入った文章ですが、原発事故はまだまだ収束していないこと、津波被害からの復興もまだまだ中途半端であることなど、地元のさまざまな問題に関心を持っていただければ幸いです。
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